





















国立歴史民俗博物館研究報告　第 197 集　2016 年 2 月
消費における趣味の大衆化
神野由紀
Popularization of Exclusive Habits through Commercialization:
A Case Study of Doll and Tea Goods Collecting Habits 























































































































































































1909（明治 42）年 11 月　第 2 回　清水晴風宅
参加者：晴風，西澤仙湖，久留島武彦，水谷幻花，石倉米豊，廣瀬辰五郎，宮沢朱明
内容：「御所人形」の命名


















参加者は第 3 回が 15 名と多いが，大体は 7 ～ 8 名による小規模で私的な集まりである。しかしこ
れが明治末頃から変質し始め，外に向かって自分達の趣味を発信する動きが見え始める。1911（明
治 44）年 11 月には大供会主催の人形展「人形一品会」第 1 回が，神田青柳亭で開催される。会員
が 1 人 1 品ずつ，自慢の品を持ち寄る，という江戸以来の趣味の会のスタイルを発展させた展覧会






1913（大正 2）年に清水晴風と坪井正五郎が，翌 1914（大正 3）年に西澤仙湖が次々と亡くなり，
初期の中心的なメンバーを失うことで，会の性格は内輪の会から脱し，より組織的な活動を展開す
るようになっていくことがわかる。1913（大正 2）年 12 月開催の第 4 回展では坪井，清水，西澤の














図3　人形玩具逸品会  『三越』大正5年6月 図2　大供会主催　坪井・清水・西澤・追悼記念
         　 展覧会祭壇・大供会主催人形一品会陳列場 
         　 『三越』大正3年12月
図1　人形一品会　浮世人形（享保頃） 
　　　           伊勢　長谷川可同氏出品 『三越』大正2年1月 
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形，置上人形，型抜，練物など多数集まり，出品者の中には巌谷小波，高島平三郎，淡島寒月，山
村耕花，笹川臨風などの名前も見られる。


































































    図8『家庭と趣味』 大正5年8月 表紙
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図13　飛んでこい   　 




















三越における好事家的な玩具への眼差しは，頒布会にも強く表れている。1912（明治 45）年 6 月，




 7 月 お手玉（麦わら細工の箱入り），子供用廻燈籠，
  水からくり，外国型ヨット，投げ網と魚，
  裸人形（図 15）
 9 月 菊独楽，お祭り玩具，大バッタ
 12 月 歳の市の買物をテーマとした玩具（餅焼き網，
  破魔弓，凧，羽子板と羽，しめ縄，しめ飾り 
  など），番外クリスマス袋（サンタクロ スー，飾り
  用もみの木，ハーモニカ，風琴，ビリケン文鎮，
  国旗つなぎなど）
 3 月 お雛様，鶏合わせ，麦藁の籠入り貝































































図16　親王雛   　　　   
          　　 1円70銭～30円位　　　








図19　雛人形陳列会   　 
          『三越』明治45年3月
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1911（明治 44）年には，店の抱える彫工，画家に歴史的な価値のある古製品の標本を与え，古代



















図24　吉野雛         　 
　　　     佐四郎作　3円50銭


































この年，雛人形陳列会は 2 月 1 日からに早まり，十軒店とはさらなる差別化を図る。また同年，
大供会の人形玩具逸品会も同時期に開催され，雛人形陳列会とタイアップするように雛に因んだ品
が出品されている。1920（大正 9）年には，前述の大供会主催による「新古雛人形陳列会」が文化


























図31　木彫り七福雛 　　   
　　　　　　 3円25銭  『三越』大正2年2月
図30　木彫り天平雛（50円），木彫直衣雛（15円），　 






　　　   田中本家博物館所蔵
図34　雛人形特製能人形（竹生島 羽衣） 
　  各23円50銭　大正9年2月　　 図35　杜園雛（木彫） 川口浮舟作 










図38　 五月人形 　左：木彫り 暫 33円　　   
              右：木彫祝人形　碁盤乗　12円50銭　
『三越』大正12年4月 　　　
図37　鎧　8円70銭 　　 
           『三越』大正5年4月
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          『三越』大正12年2月
図43　享保雛　木彫 24円 
          『三越』大正12年2月
図42　変り雛百種　　　 
        『三越』昭和4年2月
図45　雛人形三番曳 
御所人形　180円　
      『三越』大正12年2月 
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      表現派式立雛　28円
図48　雛人形　野球雛 
           桐製子供室縣額　
  3円30銭　




































　　　土焼彩色桃太郎  出陣  
　　　　　5円20銭 『三越』昭和4年4月
図51　永光作　鳥慶雛　
  2円80銭　　 
          『三越』大正15年2月
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 1 月 棚物　遠山台（図 56）
 2 月 是眞好みの小形火鉢　巻莨箱
 3 月 有職式八角形三重菓子器　菱形菓子器盆五枚
 4 月 御座敷用でんがく器五客重　木皿五枚
 5 月 酒器徳利袴各一對づゝ盃洗同臺盃付　
 6 月 莨盆一對
 7 月 桃山形釣燈籠
 8 月 御座敷用の蠅張
 9 月 見臺
 10 月 番茶器，菓子器付
 11 月 賣茶翁好み，器局
 12 月 御座敷用蒸籠　木皿五枚　　　
この頒布会は好評だったようで，引き続き 2 期，3 期の募集が行われている。
第 2 回　配布予定品（確定分）
 1 月 有職式吸物膳五人揃
 2 月 銅一輪生菱形薄板付
 3 月 古代大内式女持手文庫
 4 月 巻莨道具，灰落，巻莨箱，盆付
 5 月 臺もの入外に竹正にて手拭入り　貳個
 6 月 浴衣掛
 7 月 盛花臺花留付
 8 月 風呂先屏風
 9 月 月見棚
 10 月 脇机
 11 月 祝人形置物
 12 月 水屋棚
第 3 回　配布予定品（確定分）
 1 月 菓子箪笥　菓子器付
 2 月 袋形籠花生
 3 月 六歌仙の蒔絵　菓子盆六枚　手提箱入





   『三越』大正3年11月
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 5 月 兜形湯沸
 6 月 江戸式疊込食事臺
 7 月 有職式　御翠簾屏風
 8 月 武蔵野模様蒔絵付　實石箱
 9 月 小形用箪笥
 10 月 是眞好　菊蒔絵硯箱　硯，水入付
 11 月 二重　祝重　重臺付



















































            （桐胴丸拭漆蒔絵火鉢ほか） 
   『三越』大正8年11月 
図60　新年御座敷装飾用棚 
   41円50銭～55円 
     『三越』大正7年1月 
図58　第2回抹茶及び煎茶器陳列会　『三越』大正5年9月
  　図59　御殿山鈍阿焼 
　　　　　　  『三越』大正4年10月 
図62　莨盆のいろいろ　 
　　　　　 右上　不昧公好菊置上






『三越』大正8年5月 　   
　図64　蚊遣（楽焼）3円20銭 
           　『三越』大正14年10月 
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依頼した道具類を毎月届けるという企画で，全 6 品で 6 回分









































































　　　  三越　趣味の和家具展　昭和14年 
     （『近代家具装飾資料』第33集） 
図74　火鉢　三越　趣味の和家具展　　     





       昭和11年（『近代家具装飾資料』第3集） 
図71　居間　松坂屋  日本座敷に適はしき国風家具展 
    昭和11年頃（『近代家具装飾資料』第2集） 
図70　応接室の家具　松坂屋　国風家具展 
           昭和11年（『近代家具装飾資料』第7集） 
図69　寝室の家具　松坂屋　国風家具展　


























               三越　趣味の和家具展　昭和14年 





























　  左奥に人形棚　（『近代家具装飾資料』第1集） 
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地名 品名 由来 （下線は図案集の中の書き込み）
日本橋 おしぼり器 魚型のカゴ 
日本橋 棚 日本橋と富士 
品川 酒器 舟形盆と網模様の徳利，御猪口 
川崎 火鉢 だるま形 




藤沢 貝玩具いろいろ 江の島土産 
大磯 薬味入れ 曽我物語は蝶と千鳥の仲むつまじく 
小田原 人形箱 小田原城址風，引き手の金具は三鱗　北条家の紋
小田原 芹椀 北条氏政が菩提所たる早雲寺に寄進したる名品 
小田原 ぶらぶら電気スタンド 小田原提灯風 
箱根 衝立 白糸の瀧，羊歯 
硯箱 もみじ
三島 手鏡 山内一豊　（鏡形小箱応用案も） 
沼津 電気スタンド 千本松原（スイッチ：印籠，シェード：千本松原） 
原 器 くつわ（名馬：池月，磨墨の産地　宇治川の先陣争いより） 
銘々皿 四季の富士 
吉原 煙草セット 田圃の富士 
由井 電気スタンド 広重菩薩峠の図 
興津 盆 魚と波模様 
江尻 手拭置（ソバザル） 舟形 
府中 団扇差し 徳川の葵と川の流れ（安倍川） 
鞠子 器（タバコ？） 薯蕷汁（山芋）
岡部 火鉢，笈形花差し，皿 宇津ノ谷峠　伊勢物語の紅葉，蔦の細道 
藤枝 菓子器，花差し，団扇差 し 藤の花，藤娘 
島田 花器？ 川止めの間に舟に巻き付く朝顔（浄瑠璃　「生写朝顔話」から） 
日坂 小物入れ（みだれ籠），鎧戸式硯箱 小夜の中山の夜啼石 
掛川 葛布張小箱 掛川の土橋　葛布の名産地 
見附 生花の台と花入れ 杉皮付の小丸太（天竜川の筏） 




浜松 煙草セット 浜松城址（ヒョウタン，葵の葉） 
袋井見附 小箱 天竜川の筏 
舞阪 小箱，盆，皿 琵琶形（小箱），弁天名物鰻鯉（盆），浜名橋と弁天島（木皿） 
二川 磁製菓子器 名物柏餅 
吉田 屑箱 鹿の子はぎ合わせ（俗曲に因みて） 
赤坂 小箱，菓子器 きつね形（豊川稲荷） 
岡崎 菓子器 瓢箪形 
知立 虫籠 八橋の上に在原業平の冠（伊勢物語・能「杜若」より） 
鳴海 テーブルセンターとクッション なるみ絞り 
宮 煙草セット 神器（熱田神宮） 
桑名 菓子器とかぶら盆 焼蛤（菓子器），器（かぶら盆） 


















会と同時開催されている。例えば 1939（昭和 14）年 10 月の展覧会では「鶯娘（時代棚）」や「汐
汲（屑籠）」「都鳥（卓）」「 館（手拭掛）」「竹生島（八角火鉢）」「勧進帳（電気スタンド）」「賤織









































































り辿った。［明治 44 年 7 月30日発行，明治 44 年 7 月
31日発行，大正元年 9 月4日発行，大正元年 9 月5日発行，
大正元年 9 月9日発行］
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（関東学院大学人間環境学部，国立歴史民俗博物館共同研究員）
（2014年12月 1 日受付，2015年 3 月19日審査終了）
斎藤良輔『おもちゃ博物誌』騒人社，1989 年
坂野徹「好事家の政治学」『思想』907 号，岩波書店，2000 年 1 月










長江信之「風流の系譜」桐朋学園大学研究紀要 18，1992 年，89～105 頁
林直輝，近松義昭，中村浩『おもちゃ博士・清水晴風』社会評論社，2010 年






山田徳兵衛『新編日本人形史』角川書店，1961 年（初版は昭和 17 年，冨山房）
ピエール・ブルデュー『ディスタンクションⅠ・Ⅱ』石井洋二郎訳，藤原書店，1990 年（Pierre Bourdieu, La Distinction, 
Minuit, 1979）
ピータ ・ーワ ドー（毛利嘉孝訳）『キッチュ・シンクロニシティ』アスペクト，1998 年（Peter Ward, Kitsch in Sync, Plexus 
Publishing, 1991）
『集古（集古会誌）』明治 29 年 11 月～明治 35 年 11 月（復刻版『集古』思文閣出版，1980 年）
『家庭と玩具（家庭と趣味）』大正 4 年～大正 8 年（刊行状態の詳細不明）
『みつこしタイムス』明治 41 年 6 月～大正 3 年 4 月
『三越』明治 44 年 3 月～昭和 8 年 2 月
『近代家具装飾資料』洪洋社（1936 ～1944 刊行分）
＊本論は 2013 年 10 月に脱稿したものです。その後，本論をもとに『百貨店で〈趣味〉を買う』（吉川弘文館，2015 年）
を執筆したので，こちらもあわせて御覧ください。
In Japan, modern department stores were born at the end of the Meiji period (in the beginning of the 
20th century). In order to capture the new middle-class in urban areas as their customers, they adopted 
various sales promotion strategies, including manipulating fashion trends (e.g., kimono patterns); culti-
vating new markets such as children’s clothing, furniture and home décor markets while continuously 
promoting their existing kimono fabrics business; and making good use of special events to drive con-
sumption such as the Girls’ Festival, the Seven-five-three Festival (to celebrate three- and five-year old 
boys and three- and seven-year old girls) and wedding receptions. On the other hand, the middle class 
who emerged as new consumers took an easy way to show off their social status by purchasing goods and 
showcasing their “sophisticated” tastes, which was actually offered by department stores in their early 
developmental stages. In particular, it is worth noting the great boom of Edo taste created by the sales 
activities of Mitsukoshi Gofukuten in those days. The middle class migrating from rural to urban areas 
tried to add spice to their tasteless lives by following the habits of cultural connoisseurs who patronized 
department stores. Especially, the refined Edo taste of cultural connoisseurs was admired by the middle 
class, affecting their consumption behaviors.
This phenomenon was most clearly reflected in the popularization of the dolls and tea goods sold 
by Mitsukoshi Gofukuten from the end of the Meiji period to the early Showa period (from the early to 
mid-20th century). While focusing on these two kinds of products, this article examines the promotion 
booklets of Mitsukoshi Gofukuten to analyze how the product design was changing in the process of 
popularization of exclusive habits through department stores. Luxury dolls designed for toy connoisseurs 
were driven out by reasonable ones for the general public while department stores were promoting the 
sales of hina dolls for the Girls’ Festival. Refined tea ceremony goods designed for the elite were also 
replaced by reasonable tea utensils and related goods (collectively called “hobby goods”) for the general 
public through buyers’ clubs. What was in common between them was that the aesthetic sense of exclu-
sive communities preserving Edo taste was transformed into a standardized symbolic form easy to un-
derstand for everyone and became commercialized to ensure easy access for the public in the process of 
popularization. This is considered an important aspect for the analysis of mass consumption design after 
the modern times.
JINNO Yuki
Popularization of Exclusive Habits through Commercialization:
A Case Study of Doll and Tea Goods Collecting Habits Popularized through 
Department Stores
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